
新
規

継
続

□ □

□ □

□ □

□ □

担当地域が広く、各地域を分析すると、それぞれの課題が違っている。地域それぞれ
の課題に取り組むために各職員が地域に出向き、顔が見える関係づくりを行い、出来
る事から丁寧に行いました。住民と共にニーズを考え協力していくことで、今後は地域
住民主体の住みやすいまちづくりが行えていくと考えております。

□ 区からのコメント

・地区毎のアセスメントによる正確な課題把握がされており、それぞれの職員が持つ
能力を活かし、様々な事業展開を提案しています。また地域人材や事業所との連携、
資源の発掘と活用にも積極的に取り組み、毎年新たな地域活動を生み出すなど、着
実に実績を積み上げています。
・特に今年度は、認知症のRUN伴への参加やエンディングノート研修の開催等を実施
し、地域課題の解決に向けた働きかけを行いました。今後も地域住民と協働し、住み
やすいまちづくりを推進してください。

平成３１年度 大豆戸地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性

戸建の多い地域は、人口動態は大きく変動しないが、マンションの多い地域では変動
が多く住民層が把握しにくい、各地域の課題は異なってきますが、住民、専門職等が
課題を共有し、解決に取り組みやすい環境づくりを行い、高齢者・子供・障害を含めた
地域住民が住み慣れた地域で自立した生活が送り続けることができる地域づくりを目
指します。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

自立している方々が多い地域にしていく。
データ分析、地域分析を進めながら、介護予防・重度化予防の強化及び自立に
向けた支援を図る。
多様で柔軟な生活支援のある地域づくりに取り組む。
高齢者、子供、子育て、障がいを持つ方等誰でもが暮らしやすい地域にしていく
ために、サロン支援、ボランティア育成、交流の場、居場所づくりを行う
認知症になっても、本人らしく可能な限り地域で暮らせる体制を整える。
認知症サポータ養成講座、認知症カフェ、認知症予防

地域連携が出来ている地域にしていく。
地域ケア会議の開催、介護サービス事業所、居宅事業所、医療、住民等との連
携して支援（ネットワークづくり）を進める。



１ 施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２ 指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

407 399 405 408 415 419 198 198 198 198 194 194
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

411 407 412 402 407 375 198 199 200 197 198 205

３ 通所系サービス事業

目標

実施
体制

【実施日数】
３１２日間
【提供時間】
９：３０～１６：３０
【定員】 ４１名

【実施日数】
３１２日間
【提供時間】
９：３０～１６：３０
【定員】 ４１名

利用者
実績
（人）

通所介護 第１号通所事業

一人ひとりのお客様に寄り添ったサービスの提
供 職員、スタッフのスキルアップ

一人ひとりのお客様に寄り添ったサービスの提
供 職員、スタッフのスキルアップ

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

①適切なアセスメント及び自立支援に資するケ
アプラン作成
②幅広い選択肢からの適切な利用サービスの
選択
③居宅介護支援事業所委託時の関与・支援
④関係機関、所内連携の強化

①各ケアマネが件数を上限まで受け持ち、さら
に困難ケースを積極的に担当
②地域の方々が住み慣れた地域で自立した生
活が送れるように貢献
③事業実施に当たっては、関係行政機関、地
域の保健、医療、福祉、サービス事業者、地域
の民生委員、ボランティアグループ等と密接な
連携を図り、総合的にサービス提供の調整を
行なう

＜常勤職員＞包括支援センター職員６名（兼
務） ＜非常勤職員＞予防プランナー
４名

＜常勤職員＞５名
＜非常勤職員＞１名

お客様からのご相談には常に公正・中立な立
場で助言を行いました。アンケートの結果につ
いては振り返りを行い、結果については来館者
に見て頂けるように館内に掲示しています。

個人情報事故の防止に向けて、改めて所内で
話し合いを行い、共通ルールを作成し情報を
共有しました。

平成31年度大豆戸地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について

（事故防止、個人情報保護等）

地域ケアプラザの職員としての意識を持ち、常
に公正・中立な立場でお客様、ご家族の声を
聞き意向を尊重した対応を心がけます。お客
様アンケートの結果を真摯に受け止め、所内
で振り返りを行い、更なる対応の改善につなげ
ていきます。

個人情報の取り扱いについては、法人共通
ルールを遵守し事故防止に努めています。さら
に、法人主催で実施される全職員対象の個人
情報保護研修を受講し、所内で伝達研修を実
施します。事故の発生時は速やかに対処する
とともに、関係機関へ適切な報告を行います。
事故原因の検証、防止に向けての検討以外
に、全体会議内での振り返りを行い再発防止
に努めます。



実費
負担

職員
体制

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

941 961 917 914 925 878 19 20 19 19 16 18
10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

886 934 895 852 895 952 17 15 16 17 19 16

利用者
実績
（人）

(ア) １割負担分（日） ２割負担分（日） ３割負担分
(日)
（要介護１） ６６２円 １，３２３円 １，９８５円
（要介護２） ７８２円 １，５６３円 ２，３４５円
（要介護３） ９０５円 １，８１０円 ２，７１５円
（要介護４） １，０３０円 ２，０５９円 ３，０８８円
（要介護５） １，１５４円 ２，３０７円 ３，４６１円
(イ) 加算（日）
入浴介助加算  ５４円 １０８円 １６１円
サービス提供体制加算（Ⅰ）イ ２０円 ３９円 ５８
円
個別機能訓練（Ⅱ） ６０円 １２０円 １８０円
送迎減算（片道） －５１円 －１０１円 －１５１円
介護職員処遇改善加算 1ヶ月のご利用単位数の1000分の59に
相当する料金
(ウ) 食費負担      ７００円

  キャンセル料  ４００円

(ア）  １割負担分（月額） ２割負担分 ３割
負担分
要支援1・要支援2週1回程度     １，７６６円 ３, ５３１円 ５,２９
７円
サービス提供体制強化加算（Ⅰ）イ   ７８円   １５５円  ２３２
円
要支援２    ３，６２１円 ７,２４１円１０,８６
１円
サービス提供体制強化加算（Ⅰ）イ   １５５円 ３０９円 ４６３円
(イ) 加算
介護職員処遇改善加算 1ヶ月のご利用単位数の1000分の59に
相当する料金

(ウ) 食費負担  ７００円
キャンセル料  ４００円

＜常勤職員＞生活相談員4名（介護職員兼務)
＜非常勤職員＞介護スタッフ３０名 看護ス
タッフ８名（機能訓練指導員兼務）調理員５名、
運転手６名

＜常勤職員＞生活相談員4名（介護職員兼務)
＜非常勤職員＞介護スタッフ３０名 看護ス
タッフ８名（機能訓練指導員兼務）調理員５名、
運転手６名

認知症対応型通所介護 介護予防認知症対応型通所介護

＜常勤職員＞生活相談員５名（介護職員兼務)
＜非常勤職員＞介護スタッフ３０名（兼務） 看
護スタッフ８名（機能訓練指導員兼務）

(ア)    １割負担分（日） ２割負担分（日） ３割負担
分 (日)
（要介護１）  １，０７２円 ２，１４４円 ３，２１５円
（要介護２）  １，１８８円 ２，３７６円 ３，５６４円
（要介護３）  １，３０５円 ２，６０９円 ３，９１４円
（要介護４）  １，４２２円 ２，８４４円 ４，２６６円
（要介護５）  １，５３９円 ３，０７７円 ４，６１６円
(イ) 加算（日）
入浴介助加算  ５５円 １０９円 １６４
円
サービス提供体制加Ⅰイ ２０円 ３９円 ５９円
個別機能訓練      ３０円 ５９円 ８８
円
送迎減算（片道）  －５２円 －１０３円 －１５
４円
介護職員処遇改善加算 1ヶ月のご利用単位数の1000分の104
に相当する料金

【実施日数】
３１２日間
【提供時間】
９：３０～１６：３０
【定員】 １２名









(4)自主事業計画書・報告書（様式４）.xlsx

大豆戸地域ケアプラザ

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

平成３１年度　自主事業計画書・報告書

0
６
・
７

2
　
発
展
さ
せ
る
ね

ら
い

多くの地域住民と交流を図り、ケアプラザと国
際交流ラウンジをより広く知ってもらう。
菊名地区・大倉山地区の連合町内会、様々な
地域の団体に出店を依頼し、地域との交流、
活性化を図る。

・１０月１３日（日）10:00～15:00
・模擬店エリア、ゲームコーナー、ステージ
コーナーを実施。国際交流ラウンジでは、異
文化紹介など実施。
⇒台風の上陸に伴い中止 010 ワクワクまつり

平成12
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

20

9 夏休み職業体験
平成29
年度

１
　
地
域
交
流

2
　
障
害
者

５
・
６

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

夏休み期間を利用して、将来就労を希望する
障がい児（中高生）を対象に、一日職業体験
の場を提供する。
当事者家族へ住み慣れた地域にある就労施
設を知ってもらい、地元に愛着をもってもらう。

・８月８日（木）開催
・「カフェおからさん」でのカフェ店員体験、工
房での工作体験を実施

1 2

5

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

夏休み課題の工作を題材に、地域の小学生
やその保護者へのケアプラザ周知を行う。

・7月29日13:30～15:00

18
夏休み自由工作教
室

平成30
年度

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

188

7 聞き書き講座
平成30
年度

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

１
・
５

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

日頃の学習対策として保護者の関心も高い
「文章の書き方・まとめ方」を学ぶ事業を開催
することで、小学生のケアプラザ来館機会を
創出する。　　　　　　　　　　　　　　高齢者への
インタビューを取り入れることで、参加者にとっ
ての異世代交流の機会、きっかけとして今後
に働きかけてゆく。

・全4回連続講座
①文章の書き方②高齢者へのインタビュー③
作文の校正、評価④高齢者へ文集の贈呈
・小学校５、６年生を対象
・インタビュー対象者は地域の高齢者
⇒講師と予定調整つかず見送り

0 0

6

2
　
発
展
さ
せ
る
ね

ら
い

大豆戸地域ケアプラザの周知、事業の告知を
行い、地域住民との交流を図る

・６月８日（土）10:00～14:00　太尾防犯拠点セ
ンターで開催
・ケアプラザ特製「まめっち丼」を販売

16 どろっぷデー
平成25
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

3
　
乳
幼
児

64

5 らくらく市
平成25
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

6

2
　
発
展
さ
せ
る
ね

ら
い

らくらく市実行委員会主催の事業に参加をし、
らくらく市の開催補助と、大豆戸地域ケアプラ
ザおよび事業の周知を行う。

・５月１９日（日）10:00～14:00　菊名地区セン
ター駐車場で開催
・健康チェックコーナーを実施

1 47

7

2
　
発
展
さ
せ
る
ね

ら
い

新しくボランティアを始める方、活動中の方の
仲間作りや情報交換の会とする。
ボランティアの要望に応じて、研修や他施設
見学の機会をつくる。

・毎月第4月曜日10:00～11:00
・ボランティア同士の交流の他、要望に応じて
研修や見学会を実施。

114 ひとつぶの会
平成19
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1 ぐーぴー
平成21
年

１
　
地
域
交
流

2
　
障
害
者

５
・
７

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

個別支援学級に通う児童・生徒と地域住民の
交流の場としての機能を果たす。
事業での様々な活動・経験を通して、社会で
生活・活動をしていく上での規範やルールを
身につける。

・毎月第1水曜日15:30～17:00
・ケアプラザエリア内の小・中学校個別級に通
う小学校４年～中学３年児童が対象
・ゲーム、工作、調理などのレクリエーションを
地域住民・ボランティアと共に実施 9 15

242

3 ママとハグハグ
平成21
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

５
・
７

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

子育て中の母親同士の情報交換や、孤立防
止、悩み相談ができる関係づくりを目指した交
流の場とする。
地域のボランティアや子育て支援関係者と交
流を持つことで、地域との関わり・関係づくり創
出の場とする。
ケアプラザで子育てグループの活動や情報、
施設利用ができることの周知を行う。

・奇数月第2木曜日13:15～14:15
・１歳未満の乳幼児と保護者
・参加者同士のグループトークを中心に、支援
者からのアドバイスや手遊び等を実施。

5 64

５
・
７

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

未就園児とその保護者同士の交流の場とす
る。
母親が子育てを通して築いた関係を地域で継
続し、将来地域の担い手や支援者側の立場を
担えるよう、事業のアイディアやイベントを提
案していただく。
地域の関係者や協力者と母親をつなぎ、地域
との交流、関係づくりができるよう支援する。

・毎月第2水曜日10:30～11:30
・８か月以上の乳幼児と保護者が対象
・グループトーク、読み聞かせ、紙芝居、歯科
衛生士の話等、レクリエーションを実施。

112 まめっこくらぶ
平成29
年度

１
　
地
域
交
流

事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



(4)自主事業計画書・報告書（様式４）.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

112
１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

外出のきっかけ、住民同士の交流の場を提
供。
また、声を出すことで心身機能を活性化させ
介護予防を図る。

2019年　6/15・9/21
2020年　1/18・3/21
年４回開催。昔の童謡に合わせ歌を歌う。 324 大豆戸歌声プラザ

平成21
年度

５
　
共
催

（
１
と
３

）

5
　
地
域

194

23 まめどのサロン
平成28
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

1
　
高
齢
者

１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域住民がいつでも気軽に立ち寄れ、楽しむ
ことができる集いの場・通いの場として運営す
る。
介護予防を兼ねた集いの場として、地域が主
体となって支え合いが継続できる居場所を作
る。

第４(木)13:30～15:30
習字、囲碁、麻雀、切り絵、絵手紙を開催。
貸室をご利用されている団体の方に講師を依
頼。

11 247

１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

介護保険使用前の高齢者を対象に実施。
地域の高齢者が気軽に集まり、仲間との相互
のふれあいを通じて楽しみや心に張りを持て
る機会の提供。送迎が必要な方に対する対応
を行い介護予防に繋げていく。

第４(木)10:00～11:30
体操やレクリェーションを行う。

1022 まめゆるーむ
平成23
年度

５
　
共
催

（
１
と
３

）

1
　
高
齢
者

52

21
男の料理教室OB
会

平成28
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

5
　
地
域

5

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

参加者同士仲間作りのきっかけにるように、ま
た
ボランティアになってもらえるように働きかけを
していく。

不定期開催10:00～13:00
年２回の「こどもの料理教室」のサポーターと
してボランティアを行っている。「こどもの料理
教室」に向けての練習会を行う。

3 14

１
・
５

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

頭を使いながら身体を動かすことで認知症予
防、
介護予防を目的に開催。また、地域の方が気
軽に
集まりコミュニケーションとることで楽しみが持
てる機会の提供。

第３(水)13:30～15:00
マス目状のマットを歩いて、楽しみながら介護
予防、転倒予防。脳と身体のエクササイズ。 1120

新横浜スクエアス
テップ

平成28
年度

６
　
共
催

（
２
と
３

）

5
　
地
域

473

19 和みのヨーガ
平成30
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

5
　
地
域

5

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

ヨガを通して、ケアプラザに早い年代から通っ
てもらい、閉じこもりにならず地域と繋がりを持
てると共に働きかけによりボランティア活動に
興味を持ってもらう。また、地域の方々が気軽
に集まり心に張りが持てる機会の提供。

第２(金)15:15～16:30
身体をほぐし、バランスを整えるリラクゼーショ
ンヨガ。個人ワーク、ダブルワークを行う。 11 115

１
・
５

2
　
発
展
さ

せ
る
ね
ら
い

「あかるく、あたまを使って、あきらめない」認
知症予防のゲームを行い、地域の方々に広く
認知症の理解と予防を広めていく。

第２（金）10:00～11:30
スリーAを行った後、太鼓の演奏を行う。
第３(金)13:30～15:00 2218 スリーA教室

平成28
年度

６
　
共
催

（
２
と
３

）

1
　
高
齢
者

41

17 ボランティア講座
平成30
年度

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

５
・
７

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

ケアプラザ、地域でのボランティア活動活性化
のために、新たな人材を発掘、育成する。

・開催日未定
・シニアボランティアポイントの研修会の他、活
動場所として、ケアプラザのみではなく、サー
ビスＢ事業所、地域で活動するボランティアグ
ループの紹介も併せて行い、地域活動へもつ
なげてゆく。　⇒中止

0 0

１
・
５

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

小学生を対象とした事業を実施し、児童や保
護者に向けたケアプラザの周知を行う。また、
「男の料理教室」卒業のOB会に、事業のサ
ポーターとしてかかわってもらい、福祉保健活
動の担い手としての活動に発展していくことを
図る。

・５月１８日、９月１４日、１月１９日　開催10：00
～13：00
・各回調理テーマとなったレシピを講師指導の
下調理する。男の料理ＯＢ会は、フォローに入
る。 316 こども料理教室

平成30
年度

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

86

15
大倉山支えあいま
つり

平成26
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

６
・
７

2
　
発
展
さ
せ
る
ね

ら
い

地域住民と交流を図り、ケアプラザおよび自
主事業の開催周知を行う。

・１１月３０日（土）10:00～14:00
・ケアプラザ特製「まめっち丼」販売、健康
チェックコーナー実施

1 145

５
・
６

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

同じ地域で生活をする家族同士の交流を図る
ことで、地域への愛着、家族間や父親同士・
母親同士の仲間作りのきっかけづくりの場・機
会とする。　　　　　　　　　　　　父親の育児参加
のきっかけ役割をとしての機能を果たす。
地域で子育て支援を行う拠点や関係者と共催
することで、対象者への情報提供や関係機関
へつなげる役割を果たす。

・８月水遊び、１２月クリスマス会　10:00～
11:30　　　・家族紹介などの交流プログラムの
他、水遊びではビニールプールやシャボン玉
遊び、クリスマス会ではハンドベル演奏、シア
ターショー、ミニ劇の体験型プログラム、サンタ
からのプレゼントを実施

214
みんなで一緒に○
○

平成29
年度

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

0

13 子ども書初め教室
平成22
年度

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

５
・
７

1
　
優
先
的
に
取
り

組
み

冬休みの課題（書初め）を題材に、学齢期の
小学生に向けて、ケアプラザの周知を行う。

・１２月２８日（土）13:30～15:00
・小学３年～６年生対象
・各学年課題を持参のうえ、講師が添削、指
導を行う。

1 10

2
　
発
展
さ
せ
る
ね

ら
い

デイサービス及び各部門の事業へ支援をいた
だいているボランティアを招き、日頃の感謝を
伝える。
ボランティア同士の交流や日々の活動に関す
る情報交換の場として開催する。

・年度末の2，3月に開催　11:30～13:00
・昼食会、交流会、ミニ演奏会を実施
⇒新型コロナウイルスの感染拡大防止のため
中止

012 ボランティア感謝会
平成12
年度

１
　
地
域
交
流

7
　
そ
の
他

11
ウォータープラザま
つり

平成26
年度

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

６
・
７

2
　
発
展
さ
せ
る
ね

ら
い

横浜市水道局菊名事務所主催イベント。　大
豆戸地域ケアプラザの周知、事業の告知を行
い、地域住民との交流を図る

・１０月５日（土）10:00～14:00
・ケアプラザ特製「まめっち丼」販売、健康
チェックコーナー実施

1 185



(4)自主事業計画書・報告書（様式４）.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

9

41 フレイル予防講座
令和元
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

5

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

高齢者を対象に虚弱（フレイユ）を予防するた
め、フットケア、口腔ケア、栄養、ロコモ予防、
音楽療法の講座を篠原地区のエミアルケア、
を笑うライオンにて行った。

５月８日から毎週水曜日、９回

9 61

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

一般的に広く知られている企業（LINE株式会
社）との講座開催によって、ケアプラザ利用
者・来館者の新規獲得を図る

LINEやSNSを使用したコミュニケーションをと
るうえで、気を付けなければいけないことにつ
いて、例を挙げながら学ぶ。
9月29日開催

140
小学生向け
情報モラル講座

令和元
年度

１
　
地
域
交

流

4
　
子
ど
も

30

39
小学生向け
認知症サポーター
養成講座

令和元
年度

４
　
共
催

（
１
と
２

）

4
　
子
ど
も

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

小学生を対象として、認知症サポーター養成
講座を実施し、認知症についての理解を深め
る。また、ケアプラザで実施しているその他の
福祉講座にも関心を持っていただき、定期的
に足を運んでいただけるように周知を図る。

６月３０日開催

1 8

5

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

大倉山地区で開催するフレイル予防講座に先
立ち、告知も可ね楽しみながら介護予防の必
要性を理解し取り組んでもらえるようにする。

９月１２日（木）開催

138

フレイル予防講座
ギターの演奏に合
わせて昔懐かし歌
を歌ってみません
か

令和元
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

46

37
おからさん
うちわ工作教室

令和元
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

4
　
子
ど
も

5

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

横浜市通所型サービスBを実施している事業
所を地域の方に知っていただくため、うちわ作
りのイベントを開催する。

サービスBの参加者で事前にうちわ作りの練
習を行い、当日講師として参加をする。

1 6

3

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

切り絵を通して地域に出るきっかけになるよう
に。また、地域の方々が気軽に集まることが
でき、交流が図れる場の提供。地域の方に講
師になっていただき、やりがいを感じていただ
く。

・毎月第１(木)10:00～11:30　全7回
・毎回テーマに沿って切り絵を行う。

736 切り絵でおしゃべり
令和元
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

1
　
高
齢
者

80

35
こども将棋教室　第
２期

令和元
年度

１
　
地
域
交

流

4
　
子
ど
も

5

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

将棋を通して地域住民同士（高齢者と小学
生）の交流を図る

・１月８日より隔週の第２・４水曜日開催。全６
回１５：３０～１７：００
・初心者と経験者のグループに分かれて実施
⇒新型コロナウイルスの感染拡大防止のた
め、２月２６日以降は中止

3 30

5

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

将棋を通して地域住民同士（高齢者と小学
生）の交流を図る

・９月１１日より隔週の第２・４水曜日開催。全
８回１５：３０～１７：００
・初心者と経験者のグループに分かれて実施 834 こども将棋教室

令和元
年度

１
　
地
域
交

流

4
　
子
ど
も

23

33 信託セミナー
令和元
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

民事信託について、成年後見とは違った制度
だが、今後需要が高まると見込まれるため、
セミナーを開催。

令和２年２月１５日（土）開催
講師：横浜信託銀行

1 17

１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

横浜市総合保健医療センター医師をお招き
し、地域の方向けの講座・個別相談を実施。

年1回大豆戸地域ケアプラザにて開催。日程
は先方より案内の手紙が届いてから検討。

132
横浜市総合保健医
療センター医師に
よる相談会

平成27
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

26

31
司法書士による無
料相談会

令和元
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

成年後見制度、遺言、相続等で相談されたい
方を対象に司法書士による無料相談会を開
催。

令和元年12月に大豆戸地域ケアプラザにて
開催予定。

0 0

１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

落語家・夢見亭わっぱ氏をお招きし、落語によ
る消費者被害啓発予防を楽しく、分かりやすく
行う。

令和元年7月6日10：00～11：30
大豆戸地域ケアプラザにて開催。

130
落語家による消費
者被害予防啓発講
座

令和元
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

0

29
行政書士無料相談
会

平成22
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

成年後見制度、遺言、相続等で相談されたい
方を対象に1人30分、行政書士による無料相
談会を開催。

令和元年9月7日午前中に大豆戸地域ケアプ
ラザにて開催。

1 6

１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

法律のことで相談されたい方を対象に1人30
分、弁護士による無料相談会を開催。

令和元年6月に大豆戸地域ケアプラザにて開
催予定。

028
法テラス無料相談
会

平成22
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

151

27
第2新横浜パーク
サイドホームとの共
催による講座

令和元
年度

６
　
共
催

（
２
と
３

）

5
　
地
域

１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

新横浜地区の相談ケースが急増しており、集いの
場を作る必要性があった。
今年度は第2新横浜パークサイドホームをお借り
し、地域の方に御越しいただき様々な催しものを
お楽しみ頂く。また、施設見学を行うことで特別養
護老人ホームの事を知って頂く機会を作る。（年3

第1回目令和元年5月31日（金）14：00～15：30
ギター演奏に合わせ、歌をうたう。終了後、施
設見学を行う。2回目、3回目は未定。 2 27

１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

大豆戸・新横浜地区へ出向き、大豆戸地域ケ
アプラザを周知してもらう。必要時に相談でき
る体制をとる。民生委員との連携強化をはか
る。地域住民の方に講師をお願いし、地域力
の活性を図る。

年間8回開催。大倉山ハイム、菊名ハイツ、大
豆戸町内会館等をお借りし、様々なテーマで
の講座を開催。 726

大豆戸・新横浜地
区地域出張講座・
出張相談会

平成20
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

25
歌って元気INまめ
ど

平成30
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

1
　
高
齢
者

１
・
５

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

歌を通して、閉じこもりにならず地域と繋がり
を持てると共に働きかけによりボランティア活
動に興味を持ってもらう。仲間との相互のふれ
あいを通じて
楽しみや心に張りが持てる機会の提供。

不定期開催13:00～14:30
ギターにの演奏に合わせ歌を歌う。

6 214



(4)自主事業計画書・報告書（様式４）.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参
加

人数

58

57

56

55

54

53

52

9

51
ステイブル協和
体操教室

令和元
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

7
　
そ
の
他

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

新横浜自治会館にも行けない方の為にマン
ションの相談室で体操教室を行い社会参加、
交流することで心身の活性化を図る。

11/15.12/13.1/31.2/7.3/6
14:30～16:00

4 20

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域や施設で支援者として活動している方達
のスキルアップの目的として理学療法士によ
る講座を行う。また支援者の交流をはかる。

1月23日１３：３０～１５：００

150
ボランティア支援者
交流会

令和元
年度

２
　
包
括

5
　
地
域

27

49
弁護士による個別
相談会

令和元
年度

２
　
包
括

6
　
事
業
者

2

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

個別に困っているケースを担当者が弁護士に
相談する機会を持つことで新たな知識を得、
アドバイスを頂き、今後の展開材料とする。

２月１３日（木）

1 8

1

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

ひかるコート横浜で定期的にお茶会を含めて
体操教室を行うことで、入居者同士、顔の見
える関係作りを行う。また、体操教室を行うこ
とで介護予防になる。

・5/24,6/21,7/12、8/9、9/20、の金曜日
　１４：００～15:30
・ストレッチ、脳トレ、お茶会 548

ひかるコート横浜
体操教室

令和元
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

7
　
そ
の
他

66

47
横浜労災病院出張
市民講座
小児の感染症

平成３
０年度

１
　
地
域
交

流

3
　
乳
幼
児

６
，
７

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

横浜労災病院の医師に講義をしていただく。
平日に就労している世帯にも参加ができるよ
うに、休日開催とする

感染症をテーマに講義。養育者の他、保育園
など支援者にも広報を行った

1 20

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

集いの場の無かった地域に集まれる場所を提
案し断続的に通えるようにする。
また、フレイ予防の知識を身に着け、健康づく
りに役立ててもらう。

１０/９．１０/２３．１０/３０．１１/６．１１/２０．１
１/２８．１２/４．１２/１１．１２/１８．9回開催
.ロコモ予防講座、栄養講座。口腔ケア講座各
２回、ギターにで歌おう講座、フットケア講座、
計測会各1回行った。

946 フレイル予防講座
令和元
年度

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

12

45
ギターの演奏に合
わせて歌いましょう

令和元
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

事業に参加したことがない方を歌をきっかけ
に外に出るきっかけを作る。

ギター演奏の方を講師に招き、地域の方々と
一緒に歌をうたう。

1 24

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域の方々が共通の趣味を通じ自然とコミュ
ニケーションをとり、充実した時間になる。

地域の手作業が得意な方に講師になってい
ただき、しめ縄作りを行う。

144
幸せを運ぶお正月
飾り

令和元
年度

３
　
生
活
支

援
体
制
整
備

事
業

5
　
地
域

7

43
親子で手打ちそば
教室

令和元
年度

５
　
共
催

（
１
と
３

）

7
　
そ
の
他

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

町会のそば打ちの団体に協力していただき繋
がりを作る。また、親子参加にすることで親子
の中で楽しみを共有していただく。

町会のそば団体の方を講師として招き、親子
にそば打ちを体験していただく。

1 20

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

学齢期の小学生対象の事業を実施すること
で、小学生およびその保護者に向けて、ケア
プラザの周知・広報を行う。

港北区食生活等改善推進員会共催。小学生
を対象に朝食づくり体験、食育講座を行う。

142 こども食育教室
平成２
９年度

１
　
地
域
交

流

4
　
子
ど
も
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